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弾性体と粘弾性体，多孔体，空気からなる混合構造の振動伝達特性を著者らが提

案した減表の連成を考慮する二次元有限要素で数値解析した.多孔体を樹脂シート

とビームでサンドイツチした二重パネルにおいて，多孔体の厚さおよび長さ変化に

対する振動伝達特性の散逸エネルギーを分析した.ビームを点加振した時の樹脂シ

ートの平均振動加速度レベルと歪みエネノレギ一分担率を用いて評価を行った.
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1 .はじめに

本報告では弾性体と粘弾性体，多孔体，空気

からなる混合構造の振動伝達特性を著者らが

提案した減表の連成を考慮する二次元有限要

素で数値解析した.多孔体を樹脂シートとビー

ムでサンドイツチした，いわゆる吸音二重壁に

おいて，多孔体の厚さおよび長さ変化に対する

振動伝達特性の散逸エネルギーを分析した.ビ

ームを点加振した時の樹脂シートの平均振動

加速度レベルと歪みエネノレギ一分担率を用い

て二重壁間の振動伝達特性の評価を行った.

2.解析手法

2. 1 多孔体内部空気の音場の離散化

多孔体内部の空気に関する二次元音場を有

限要素で離散化する.周期的に加振される非粘

性圧縮性完全流体の運動方程式は，微小振幅の

条件のもとでは次式で表すことができる.

grads=-pω2{Uf} (1) 

連続の式は次のようになる.

s = E div {u f } (2) 

ここで， {Uf}は粒子変位である sは圧力 p

とs=-pなる関係、を有する.Eとpはそれぞれ

体積弾性率と実効密度である.また， ωは角周

波数である.

要素内の粒子変位 {Uf}と節点の粒子変位

{U戸}との関係を内挿関数行列 [Nf]Tを用いて

次式のように近似する.

{Uf}=[Nff{uβ} (3) 

さらに，非回転条件rot{uf } = {O}を考慮し，

ラグランジェの方程式を用いると次式を得る.

([K]タ -m2[M]β){Uβ}={ffe} (4) 

{ふ}は要素の節点力ベクトノレ， [K]feは要素

剛性行列， μf]feは要素質量行列である.

多孔体内部の音場を表すために，密度と体積

弾性率を複素数とする以下のモデルが提案さ

れている.

Pe =今 p;=PeR+jpeI(5)

EeコE;= EeR + jEe1 (6) 

式(5)を式(4)へ代入すると， [M]feは次式とな

る.

[M]fe = [M R ]fe (1 + jXe) (7) 

%e = Pel / PeR 

ただし， μfR]β はμf]β の実部である.同様に，

式(6)を式(4)へ代入すると， [K]β は次式となる.

[K]β =[KR]バl+j1]e)
(8) 

ηe = Eel / EeR 

以上から，多孔体内部を表す要素では， [K]fe 
とμf]戸がともに複素数で表現される.

2. 2 固体に関する振動場の離散化

固体の振動場については，微小振幅を仮定し

通常の線形有限要素で離散化する.これを考慮

し対象とする場の全要素を重ね合わせ，全系方


